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 近年，世界各国でライドシェアが導入され，注目を集めている．東南アジア諸国の各都市でも導入が進

み，新たな交通手段として定着しつつある．発展途上国の都市では，ライドシェアの車両登録台数及び会

員数は急増しているが，その利用動向の把握を行っている事例は少ない．これらの都市では自家用車が十

分に普及する前にライドシェアが導入された点が欧米諸国と大きく異なっており，その導入に伴う利用者

の外出行動変化及び都市交通に与える影響について把握することは重要な課題である． 

そこで本研究では，ベトナムの首都ハノイでのライドシェア利用者を対象として，ライドシェア導入が

利用者からどのように評価されているのかを明らかにした．結果として，ライドシェアの防犯安全性が最

も評価されること，ライドシェアの導入に伴って，利用者は外出がしやすくなり，市内の移動もしやすく

なったと評価していることが明らかになった． 

     Key Words : rideshare, activity,  changes of the city transport, developing countries 

 

 

1. はじめに 

 

インターネットやスマートフォンの普及により，人々

は情報・知識・サービスを高度にやり取りすることが可

能となった．それに伴い，時間の使い方，活動，物事に

対する意識にも変化が起こっており，個人の自動車保

有・利用の変化も起きつつある．その中で，一般ドライ

バーが自家用車の空き時間を活用する有償運送サービス

としてライドシェアが注目を集めている．ライドシェア

とは一般ドライバーである運転手と客がともにスマート

フォンにアプリを導入して，客がアプリ上で現在地と目

的地，車種などを指定して近くで利用可能な車を探し，

予約してハイヤーとして利用するサービスである．一般

的に，ライドシェアは従来型のタクシーより運賃が安く，

また予約する際に運賃が確定すること，乗客によるドラ

イバーの評価が表示されることが特徴である．ライドシ

ェアは欧米を始め，東南アジアの発展途上国でも導入さ

れており，新たな交通手段として定着しつつある． 

発展途上国の都市では，経済発展と人口の増大による

都市化及びモータリゼーション進展により渋滞の発生や

交通安全性の低下，都市サービスへのアクセス困難等の

都市交通上の問題が散見される．このようなモータリゼ

ーション初期の都市において，ライドシェアの導入によ

り，利用者が自家用車を所有せずに自動車利用ができる

環境が整い，利用者の外出行動に大きく影響すると考え

られる．また，ライドシェアの利用により，駐車・出庫

することが必要なくなるため，利用者の外出時の時間の

使い方がより効率的になり，さらに駐車空間の省スペー

ス化，結果的に街中の駐車スペースの節約効果が期待さ

れるため，まちづくりにおいても大きな影響が期待され

る．一方で，ライドシェアの導入により，バス利用者の

減少，従来型のタクシーの利用者の減少など，既存の業

界交通体系を破壊する恐れも指摘される．そのため，新

規モビリティとしてライドシェアの導入を考えるにあた

り，その導入がどのように都市交通に影響を与えている

のかについて検討し，知見を得ることは重要であると考

えられる． 

新規導入モビリティ利用による利用者の行動変化やま

ちへの影響・効果に関する既存研究には次のものがある．

橋本ら1)は岡山市コミュニティサイクル「ももちゃり」

を対象として，利用者と非利用者それぞれの視点からコ

ミュニティサイクルの導入がまちの魅力につながるかど

うか検討した．バスに関しては，中島ら2)はコミュニテ

ィバスの導入効果を整理し，外出頻度の増大や地域経済

に与える影響について把握している．吉田3)は乗合バス

運賃低廉化施策によって公共交通需要が増加する路線の
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特徴を明らかにするとともに，外出機会が変化する可能

性を示している． LRTに関しては，松田ら4), 5)は，LRT導

入による利用者の利用行動への影響やまちづくりへの効

果を明らかにし，また，LRTがもつ“交通行動の変化”

や“まちの変化”といった多様な導入変化に対する市民

の意識構造を明らかにしている．金森ら6)はLRTの導入

が中心市街地活性化に及ぼす影響を定量的に評価するた

めの評価モデルを構築している．カーシェアリングに着

目した研究では，麻生ら7)は，福岡市で街づくりの一環

として行われたカーシェアリング事業の現状把握とカー

シェアリングの普及可能性を検討するために会員の利用

実態調査とシステム利用前後の意識変化に関するアンケ

ート調査を行い，システム運営上の問題や事業の現状を

明らかにした．安藤ら8)は，EVを活用した路上乗り捨て

型カーシェアリングであるパリ市のautolib’の導入効果

を検証するためにパリ市在住の同一人物を対象とする2

か年に亘るアンケート調査を行い，当該システムが市民

の交通行動や意識に及ぼす影響を明らかにした．また近

年自動運転導入による影響を分析した研究は注目される．

香月ら9,10）は自動運転車 (ADV)はADV 利用に伴う個人の

外出行動の目的ごとの外出頻度や目的地の変化（行動変

化）に着目し，分析を行った，またシェア型自動運転交

通"Shared-adus"導入による駐車時空間削減効果を定量に

分析した．ライドシェアが広がりつつである東南アジア

諸国において，ライドシェアに関する利用実態研究には

次のものがある．Ma. Sheilahら11）はマニラ市において，

持続可能な交通の観点からライドシェアの信頼性，交通

安全性や運賃について評価を行った．また岡村12）はベ

トナムのホーチミン市を対象として，配車アプリの現在

の規制や状況を述べて，従来型のタクシーとの違いに着

目するの利用者の意識を明らかにした．ただこれらの研

究ではライドシェアの導入が利用者の外出行動や都市交

通に及ぼす影響については検討していない． 

以上のような背景のもと，本研究では，モータリゼー

ション初期の代表都市ハノイのライドシェア利用者を対

象に，ライドシェア導入に伴う外出行動変化及び都市交

通に与える影響を明らかにすることで，ライドシェア導

入に対する評価を把握することを目的とする． 

 

 

2.  調査対象とアンケート調査の概要 

 

(1)  ベトナムにおけるライドシェア導入の概要 

ベトナムでは，2014年2月からライドシェア運営会社

GRABがハノイやホーチミン市で開業を始め，現在では

ハノイやホーチミン市以外でもカインホア省，ダナン市，

クアンニン省も含む5都市において11社が国の許可を得

て，サービスを提供している．ライドシェアは日常的な

移動や観光，ビジネス等のさまざまな移動ニーズに対応

して，2019年の半年で200億トリップ（バイクタクシー

と合わせ）を提供し，新たな交通手段として定着してい

る． 

ベトナムでは，またライドシェアに対する様々な議論

がなされおり，今後，他の地域での導入や発展について

国として検討している段階である13)． 

  

(2)  調査対象地ハノイの概要 

 ハノイは千年の歴史を有するベトナムの首都であり，

政治・文化の中心として知られている．人口は805万人

（2019年）と全国で2番目に多く，人口密度は2,398人

/km2である．ハノイは12区，17県 (Huyện, 縣)，1市社の計

30の行政区から構成され，総面積は3,344km2である．ま

た過去4年間の平均経済成長率は7.4%であり，一人当た

りのGDPは3,900ドルで全国平均を大きく上回り，急成長

を遂げている14）．ハノイでは，2014年にライドシェアが

導入され，車両台数及び会員数は急増しており，2018年

時点での登録車両台数は21,800台に達した． 

 

(3) アンケート調査概要 

本研究では，ハノイに住むライドシェアの利用者を対

象にアンケート調査を実施している．調査の概要を表-1

に示す．なお，本調査では回答者の性別を男女均等にな

るように実施し，年齢層はハノイの年齢別割合を基にし

て調査した． 

 

 

3.  基礎集計結果 

 

アンケート調査にて，ライドシェアに対する評価に加

え，ライドシェアを利用する際の交通行動変化について

尋ねた．その結果を図－1～3に示す．  

 

表-1 アンケート調査の概要 

調査方法

有効サンプル数

調査時期

主な調査項目

＊個人属性

＊ライドシェアの利用状況

＊ライドシェアに対する評価

＊ライドシェアを利用する際の交通行動変化

＊ライドシェアの導入による都市交通の変化

ハノイにおけるライドシェアに関するアンケート調査

調査対象者
20－49歳のハノイ市住民

3ヶ月以内にライドシェアを3回以上利用

WEB調査

384/400サンプル

2019年9月16日～9月27日
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図－1から，「運賃が乗車前に把握できること」が利

用者にとって最も魅力的であることが示されており，利

用者に安心感を提供できていることがライドシェアの特

長であることが分かる．次に「スマホ予約が簡単」，

「スマホ決済ができる」，「運転手を評価することがで

きる」の順に魅力的であり，利用するためにスマホの操

作だけで簡単である点がライドシェアの特長 であるこ

とが分かる．図－2から，利用者はライドシェアの利便

性を高く評価しており，速達性，運賃，安全性（犯罪）

などに対して評価が高く，総合満足度も約60％が満足し

ていることが示されている，この点については4章でさ

らに詳しく分析を加える．図－3からは，「駐車場を探

すため目的地周辺でうろうろすることがなくなった」，

「駐車・出庫することが必要ないため外出先で滞在時間

が長くなった」，「移動中にもスマホを利用することな

ど自由な時間を利用できる」というような変化が意識さ

れていることが明らかとなった．また，ライドシェアを

利用することで利用者の外出時の時間の使い方は効率に

なることが分かる． 

さらに，ライドシェア利用前後での外出行動変化を図

－4，ライドシェアの導入による都市交通の変化を図－5

に示す． 

図－4から，約70％の回答者がライドシェアの普及に

より，「外出することがしやすくなった」と答え，バス
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図－1 ライドシェアの何が魅力的だと思うか（n=384） 
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図－2 ライドシェアに対する評価（n=384） 
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図－3 ライドシェアを利用する際の交通行動変化

（n=384） 
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図－5 ライドシェアの導入による都市交通の変化

（n=384） 
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図－4 ライドシェア利用前後での外出行動変化（n=384） 
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やバイクからの転換が見られることが分かる．ライドシ

ェア導入により「外出することがしやすくなった」に関

しては4章で更に検討する．図－5から「従来型のタクシ

ーサービスがよくなった」と思う回答者約60％，また

63％の回答者がライドシェア導入により「市内の移動が

しやすくなった」と答える．この点についても4章でさ

らに詳しく分析を加える． 

 

 

4.  ライドシェア導入に対する評価 

   

本章では，ライドシェア導入が利用者からどのように

評価されているのかについて検討していく．2章のハノ

イ概要で説明したように，ハノイは12中心地区や郊外の

17県，1市社から構成される．図－６を見ると，12の中

心地区に住んでいる回答者は，ライドシェアに満足して

いる割合が高いことが示された．4章では，中心地区に

住んでいる回答者に着目し，分析を行う． 

(1)  ライドシェアの満足度に関する分析 

まず，利用者がライドシェアに対してどのくらい満足

をしてのかを図－７に示す．図－７に示すように，60％

の人がライドシェアに満足しているという回答が得られ

た． 

次に，数量化理論を基にした数量化モデルを作成する

ことで，ライドシェアに関する各項目とライドシェア総

合満足度との相関を把握する．目的変数には，「ライド

シェアの総合満足度」を「満足している」，「どちらで

もない・不満である」の2カテゴリとして用いた．説明

変数には3章で述べたライドシェアに関する各項目を用

いて分析し，多重共線性を考慮してモデルを作成した． 

分析結果として，アイテムレンジ，カテゴリ数量，相

関比を図－８に示す．グラフより，「外出することがし

やすくなった」のアイテムレンジの値が最も高く，ライ

ドシェアを利用することで利用者が外出することがしや

すくなったと感じることがライドシェアの総合満足度に

大きく関係していることが示された．続いて，安全性

（防犯）のアイテムレンジが高く，ライドシェアの総合

満足度に大きく影響していることが示された．また，ラ

イドシェアの速達性や運転手の接客態度，スマホ予約が

簡単であることや移動中に自由な時間を利用できること

が総合満足度に大きく影響していることが示された． 

 

(2)  利用者の外出することに関する分析 

前節のライドシェアの総合満足度に関する分析の中で，

ライドシェアを利用することで利用者の外出がしやすく

なったことと，ライドシェアの総合満足度が最も大きく

関係していることが分かった．ここでは，ライドシェア

に関する項目と，利用者の「外出がしやすくなった」と

いう項目がどのように関係しているのかを検討する． 

 

 

 

 

 

 

まず，「外出することがしやすくなった」の問に対す

る中心地区の利用者の回答を図－９に示す．図－９に示

すように72％の中心地区回答者がライドシェア導入によ

り外出がしやすくなったという回答が得られた．次に，

数量化理論を基にした数量化モデルを作成することで，

ライドシェアに関する各項目と「外出がしやすくなっ

た」との相関を把握する．目的変数には，「外出がしや
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図－６ エリア別のライドシェア総合満足度 
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図－８ライドシェア総合満足度のモデル 
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すくなった」を「当てはまる」，「どちらでもない・当

てはまらない」の2カテゴリとして用いた．説明変数に

は3章で述べたライドシェアに関する各項目を用いて分

析し，多重共線性を考慮してモデルを作成した． 

分析結果として，アイテムレンジ，カテゴリ数量，相

関比を図－１０に示す．グラフより，「ライドシェアの

利便性」や「市内の移動がしやすくなった」のアイテム

レンジの値が最も高く，外出することとの強い関連性が

示された．また，ライドシェアを利用することで「駐車

場を探すためうろうろすることがなくなった」，ライド

シェアの導入で「車がないため行けない場所に行けるよ

うになった」が利用者の外出することに大きく関係して

いることが示された． 

 

(3)  市内の移動に関する分析 

前節では，利用者の外出することに関する分析の中で，

市内の移動がしやすくなったことと，利用者の外出する

ことが最も大きく関係していることが分かった．ここで

は，ライドシェアの導入に関する項目と，市内の移動と

どのように関係しているのかを検討していく． 

 

 

 

 

 

 

まず，「市内の移動がしやすくなったと思うか」の問

に対する利用者の回答を図－１１に示す．図－１１に示

すように63％の回答者がライドシェア導入により市内の

移動がしやすくなったという回答が得られた． 

次に，数量化理論を基にした数量化モデルを作成する

ことで，ライドシェアに関する各項目と「市内の移動が

しやすくなった」との相関を把握する．目的変数には，

「市内の移動がしやすくなった」を「とても当てはま

る」，「やや当てはまる」，「当てはまらない」の3カ

テゴリとして用いた．説明変数には3章で述べたライド

シェアに関する各項目を用いて分析し，多重共線性を考

慮してモデルを作成した． 

分析結果として，アイテムレンジ，カテゴリ数量，相

関比を図－１２に示す．グラフにより，ライドシェアを

利用することで「駐車場がない外出先でも移動できた」

のアイテムレンジの値が最も高く，市内の移動との強い

関連性が示された．また，ライドシェアの導入で「従来

型のタクシーサービスが良くなった」，「交通量が減少

した」等の項目が市内の移動に大きく関係していること

が示された． 

 

 

5. おわりに 

 

本研究では，ハノイのライドシェア利用者を対象に，

ライドシェア導入に伴う外出行動変化及び都市交通に与

える影響を明らかにすることで，ライドシェア導入に対

する評価を把握した． 

 3 章では，基礎集計結果で利用者に安心感を提供でき

ることや利用するためにスマホの操作だけで簡単である 

ことがライドシェアの特長であることを示された． 

4.1 では，ライドシェアの総合満足度について分析を

行った結果，ライドシェアの安全性（防犯）がライドシ

ェアの総合満足度に大きく影響していることが明らかに

した．これは，バイクなど他の交通機関と比較してライ

ドシェアが防犯面で優れていると評価されていることを

示している．また，スマホで予約が簡単であることや移

動中にスマホ利用するなど自由な時間を利用できること

もライドシェアの満足度に影響しており，インターネッ

トやスマートフォンが普及する時代において，移動手段
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図－１０ 外出することがしやすくなったのモデル 

 

 

-0.8 -0.6 -0.4 -0.2 0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2

当てはまる(n=52)

やや当てはまる(n=155)

当てはまらない(n=110)

当てはまる(n=87)

どちらでもない(n=90)

当てはまらない(n=140)

当てはまる(n=195)

どちらでもない(n=93)

当てはまらない(n=29)

当てはまる(n=89)

やや当てはまる(n=173)

当てはまらない(n=55)

当てはまる(n=88)

やや当てはまる(n=177)

当てはまらない(n=52)

当てはまらない 当てはまる

市内の移動がしやすくなった

1.26

0.50

0.95

0.61

0.88

アイテム
レンジ

駐車場がない外出先でも
移動できた

交通量が減少した

従来型のタクシーサービス
が良くなった

予約はスマホで簡単である
ことが魅力

スマホ決済ができる
ことが魅力

とても

当てはまる

やや

当てはまる

当てはまら

ない

1.5404 0.0779 -0.6654

n=317　相関比：0.44　的中率：67%

軸の重心

 
図－１２ 市内の移動がしやすくなったのモデル 
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図－１１ 市内の移動がしやすくなった 
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に関する評価が変換しつつあることを明らかにした． 

4.2 では，ライドシェアの利用が便利であることは利

用者の「外出がしやすくなった」に最も大きく関係して

いることが示された．また，ライドシェアを利用するこ

とで「車がないため行けない場所に行けるようになっ

た」も「外出がしやすくなった」に大きく影響しており，

まだ自家用車が十分に普及する前のハノイにおいて，ラ

イドシェアの導入が市民の移動に大きく影響することを

明らかにした． 

4.3 では，ライドシェアを利用することで「駐車場が

ない外出先でも移動できた」が「市内の移動がしやすく

なった」に最も大きく関係しており，それに加え 4.2 で

は「駐車場を探すため目的地周辺でうろうろすることが

なくなった」と「外出がしやすくなった」との大きく関

係していることから，ライドシェア導入の駐車時空間削

減効果が期待される．またライドシェア導入により，交

通量が減少する他，従来型のタクシーサービスがよくな

ったなどの都市交通変化が「市内の移動がしやすくなっ

た」に大きく影響していることを明らかにした． 

以上より，ハノイにおいてライドシェアの導入により，

利用者は安全，便利である車移動のサービスを利用する

ことが可能になることを明らかにした．ライドシェア導

入により，利用者の「外出がしやすくなった」と「市内

の移動がしやすくなった」に大きく関係していることも

明らかにした． 

今後課題として，ライドシェア導入がどのように利用

者の自家用車所有意識に影響を与えるのかを検討する必

要があると考えられる． 
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Analysis of Passenger Evaluation Consciousness on Introduction of Rideshare 

-A Case Study in Hanoi- 

 

Dang Chi Anh and Seiji HASHIMOTO 

 
Recently, rideshare have been introduced around the world. In Vietnam, they have been introduced in many cities and 

are becoming new transportation. In developing countries, the number of registered rideshare vehicles and the number 

of members are increasing rapidly, but there are few cases where the usage trends are being grasped. In these cities, 

ride-sharing was introduced before private cars became sufficiently widespread, and the introduction of ride-sharing 

was very different from that in Europe and the United States.  

This study aims to reveal passenger evaluation consciousness on the introduction of rideshare in Hanoi with a focus on 

its influence on their travel behavior and city traffic. As a result, it was clarified that the security of ride-sharing was 

evaluated the most, and that with the introduction of ride-sharing, users evaluated that it became easier for them to go 

out and to move around the city. 
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